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登米市教育委員会２月定例会議 会議録 

会議の名称 令和８年第３回登米市教育委員会２月定例会議 

開催日時 

 

 

令和８年２月 27日（金） 

午後 ２時 30分 開会 

午後 ４時 35分 閉会 

開催場所 登米市役所 中田庁舎１階 １０１会議室 

教育長氏名 教育長 小野寺 文晃 

出席委員氏名 

 

 

 

委員 髙橋 正則 

委員 佐竹 美香 

委員 須藤 勝子 

委員 佐々木  

委員 佐々木 伸雄 

欠席委員 なし 

傍聴者 なし 

事務局職員氏名 

教育部長 新田 公和 

教育部次長兼教育総務課長 阿部 信広 

教育部次長兼学校教育管理監 鹿野 征美 

学校教育課長 猪股 勝徳 

活き生き学校支援室長 高橋 利恵 

生涯学習課長 千葉 敬子 

文化財文化振興課長 沼田 芳明 

教育支援センター所長 箱石 雄悟 

西部・北部学校給食センター所長 津藤 順 

南部・東部東和・東部津山学校給食センター所長 菊地 武 

迫図書館長兼登米図書館長兼視聴覚センター所長 冨士原 幸治 

生涯学習センター・石ノ森章太郎ふるさと記念館館長 高橋 紀元 

  

  

書記 教育総務課 課長補佐 堀内 貴光 

議題 報告第３号 教育長の一般事務報告について 

報告第４号 
専決処分の報告について（令和７年度登米市一般会計補正予算

（第 10 号）に対する意見聴取について） 

報告第５号 
専決処分の報告について（令和８年度登米市一般会計当初予算に

対する意見聴取について） 

議案第４号 令和８年度登米市教育基本方針について 

  

会議結果 報告第３号 報告 

報告第４号 報告 

報告第５号 報告 

議案第４号 決定 
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（     ）は、発言なし部分 

議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

小野寺教育長 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

小野寺教育長 

 

小野寺教育長 

 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

小野寺教育長 

 

 

小野寺教育長 

 

小野寺教育長 

 

髙橋正則委員 

 

 

 

高橋活き生き

学校支援室長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ただ今から、令和８年第３回登米市教育委員会２月定例会議 

を開会します。開会時間は、午後２時 30分とします。 

  

前回の会議録の承認については、事前配布により、内容を確認してい

ただいていることとし、説明を省略させていただきたいと思います。 

 

会議録の内容についてご異議ありませんか。 

 

 （「なし」の声あり） 

 

ご異議がないものと認め、承認することとします。 

 

会議録署名委員の指名を行います。 

私から指名してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、２番 佐竹 美香委員、 

３番 須藤 勝子委員 にお願いします。 

 

日程第１、報告第３号「教育長の一般事務報告について」を上程しま

す。「一般事務報告について」、私から報告いたします。 

 

（議案朗読） 

 

この件についてご質問はありませんか。 

 

資料１-②、５番の部活動地域展開準備委員会、７番のいじめ問題対策

連絡協議会、11番の登米市教育の情報化推進委員会について、もう少し

詳しく協議内容を教えていただきたい。 

 

１月 20 日開催の第８回準備委員会ですが、クラブ申請のあった４団

体の審査を行い、ソフトボール、相撲、陸上、卓球の４団体全て承認さ

れました。 

令和８年度以降の準備委員会の持ち方について、12月から準備のでき

た認定団体から活動を開始しています。今後、活動を開始した団体の活

動状況を把握し、どのように進めていけば子供たちのためになるか協議

を継続していくことにしています。 

12月に国のガイドラインが改定され、早ければ年度末頃、県のガイド

ラインが改定される見込みであることから、次年度、市のガイドライン

を見直す必要があることを確認しています。事業実施に基づいた検証、

課題の洗い出し、好事例の周知などについて進めていくことを確認して

おります。 

次に、１月 22 日開催のいじめの問題対策協議会について、協議の関

係機関からの情報提供では、人権委員会からパンフレット配付、連絡先

の共有等がありました。 

ご意見として、教育委員会で春に発行しているいじめ防止に関するチ

ラシに、相談支援機関に繋げられるようＱＲコードを載せてほしいとい

う要望がありましたので検討することにしています。資料にも記載のと

おり多様化、複雑化しているというところを踏まえ、学校、地域、関係

機関が関わりながら、早期発見、子供たちのケアに努めていくというこ

とで話し合われました。 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箱石教育支援

センター所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋正則委員 

 

 

高橋活き生き

学校支援室長 

 

箱石教育支援

センター所長 

 

高橋正則委員 

 

 

 

千葉生涯学習

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋正則委員 

 

 

 

佐竹美香委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 27 日開催の登米市教育の情報化推進委員会について、登米市学

校等Ｗｅｂサイト運用ガイドラインの改定が主な協議内容でした。こち

らは、システム更新に伴い、全面的な改定が必要になりましたので、会

員登録、会員ルームの管理などについて提案し、ご意見いただきながら

最終決定につなげたところです。 

また、著作権侵害について、これまで以上に気を付けて情報を取り扱

うよう、各学校にお願いしております。 

それから、公開までの流れについて表記がありませんでしたので、こ

れらもガイドラインに追記しております。 

今年度の委員会活動の振り返り、来年度の予定などを確認しました。 

 

部活動地域展開のガイドラインとＷｅｂサイト運用ガイドラインは

ホームページで確認できるのか。 

 

スポーツ庁のホームページで公開されており、市のホームページにも

掲載しています。 

 

Ｗｅｂサイト運用ガイドラインは学校には提供していますが、一般公

開はしておりません。 

 

Ｗｅｂサイト運用ガイドラインをあとで見せていただきたい。 

それから、21番の青年文化祭が行われましたが、その様子を教えてい

ただきたい。 

 

２月８日の青年文化祭ですが、南方農村環境改善センターで行われま

した。青年団のステージ発表、創作発表、市内小中学校、高校で取り組

まれている地域伝承文化活動もステージ発表に加わっていただき幅広

い年代の発表が行われました。 

例年 2、30人ほどの参加者でしたが、小学生がステージに立つという

ことで、ご家族で応援に来ていただいた結果、来場者も例年より多く、

200人を超えるイベントとになりました。 

それから、ジュニアリーダーの皆さんにも運営のお手伝いいただいて

おります。 

当日は、衆議院議員選挙の投票日ということで、投票所になっている

南方公民館で投票を終えた方や会場違いで来場され見学されていく方

もおり、相乗効果で例年より来場者が増えたという状況でございまし

た。 

 

青年活動は、宮城県内で実施しているところも少なくなっている。登

米市ではジュニアリーダー活動も頑張っているので、そういった活動へ

の支援を今後も続けていってほしいと思う。 

 

６番の情報交換会で小中学校の学校再編についての質問内容を教え

ていただきたい。 

11 番の情報化推進委員会で児童生徒の利活用状況の報告があったよ

うですが、子供が携帯やスマホ、iPadを持つようになり、情報に触れる

機会が身近なものになっています。それに伴い、学校からの宿題に生成

AIを使った宿題は登米市では出てきているのか伺いたい。 

17 番の定例連絡調整会議で教育長さんからインフルエンザの兆しと

いうお話があったようですが、年明けからまた流行している。現在の各

学校の状況について教えていただきたい。 
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結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

箱石教育支援

センター所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

 

 

 

 

佐竹美香委員 

 

 

高橋活き生き

学校支援室長 

 

須藤勝子委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

新田教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

学校再編の質問については、現在、どこまで進んでいますかというご

質問いただきました。進捗状況について回答し、これからもしっかり頑

張ってくださいというお話をいただきました。 

 

学校で宿題として生成 AI を使用した宿題は行っていないと認識して

います。 

生成 AI の利用については、令和７年の８月に登米市の学校での生成

AIの利活用ガイドラインを策定して学校に示しております。 

生成 AI は何種類かあり、主なものは Googleの「ジェミニ」がありま

す。こちらは、年齢制限がなく小学生も中学生も利用できます。それ以

外では年齢制限があり、小学生が利用できないため確認が必要になりま

す。 

利用に関しては、完全に自由ではなく、例示を示したガイドライン策

定して学校に示しております。 

各学校の利用状況は、アンケート結果によると授業の指導で使ってい

るという回答は多くありませんでしたが、公務での利用はだいぶ増えて

きたところです。授業の中で使用しているというより、教師が教材研究

の一部として利用しているのが現状です。 

一方で、子供たちは家に帰れば自分や家族のスマホを使うのが普通に

なっています。生成 AI については、各教科指導と併せて情報モラル教

育を指導するよう学校にお願いしています。 

 

インフルエンザの件ですが、連絡調整会議で病院事業管理者から登米

市でも流行りそうだと話しがあり、次の週から学校で流行りだしたとい

うことになります。１月末あたりから東郷小を皮切りに増えてきまし

た。南の方から学級閉鎖、学年閉鎖が続いて、現在も続いています。今

週は米山東小、加賀野小と続いています。今日の報告はありません。 

学校で流行するということは、その家族、職員も結罹患する可能性が

あるので、健康管理をしっかりしてくださいと指示しました。 

 

インフルエンザの予防接種は任意ですが、学校では、予防接種をの確

認はしているのですか。 

 

任意の予防接種ですので確認することはしておりません。 

 

 

６番に関連して、婦人会や地域の集まりなどで、「中学校はどのように

再編されるんですか」「米山の学校はいつ入れるんですか」など、地域の

方から学校再編の質問をされることが多くあります。 

市では、情報を出しているがまだまだ行き届いていないところがあ

り、新聞記事が出るとその情報から質問されます。 

学校の再編に対する関心は非常に高いが、新聞からの情報しかない一

般の方もいるので、どのように周知していけばいいのかと感じている。

周知の仕方などもう少し考えていただければと思う。 

 

学校再編室長が本日欠席しておりますので、私から申し上げます。 

現在、南方、米山で開校の延期という動きがあります。 

それについては、その町域のエリアの住民に対して、学校再編だより

でお知らせしていますし、米山においては、複合施設という事もありま

すので再編だよりのほかに開校延期のお知らせを区長配付でお知らせ

しています。 

河北新報さんは、情報は鮮度ということで、早い段階で新聞に掲載さ

れているので、心配されてる住民の方はいると思いますが、当該地区の



- 5 - 

 

議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋正則委員 

 

 

 

新田教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木伸雄委

員 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋正則委員 

 

新田教育部長 

 

 

 

 

 

 

皆様にはお知らせはしております。 

市長の所信表明にございますが、中学校の再編を早くにというところ

は、現在、教育委員会で新たな改定、見直しの検討を進めている最中で

す。令和８年度中には、市民の皆様にお知らせできるような段取りで進

めております。 

 

私は南方ですが聞かれるのは、次、中学校はいつなんですかと必ず聞

かれる。現在の再編構想とはまた別な形で今検討しているということに

なるのか。 

 

現再編構想は、中学校は小学校の後でとありました。大きく４つの区

分の中で計画は持ち合わせておりました。市長は、生徒数の減少もある

のでもっと早期にやる必要があるだろうという考えで、それも４つとい

うことに限らず、生徒数の減少を踏まえて再度見直しの指示がありまし

たので今検討を進めているということになります。 

学区を見直しての再編になると思いますので、十分な検討が必要だと

思っています。 

さらに踏み込んで申し上げますと、教育長を含め検討を始めたばかり

でございますが、小学校は旧町単位に 1つというベースがありますが、

中学校は、学区の見直しを含めると、基本的な同意を得られそうなベー

スがありませんので、最初に中学校のＰＴＡの代表者や校長職経験のあ

る有識者の方などを入れて、再編準備委員会の中である程度形を作り上

げて、それから住民説明会を行うようなイメージでおります。それも全

て来年度、新たに組織を作ってからの話になります。 

 

年配の方々は、以前出た情報や噂話などが先行してしまい、憶測や間

違った情報が刷り込まれているようである。 

情報公開というのは重要だなと思います。一区切り待たないで、その

途中経過も含めて、情報公開、お知らせに努めてもらいたい。 

 

ありがとうございます。急激に人口減少が進んでおり、当初４校案で

したが半分ということも検討しなければいけません。部長がお話したよ

うに、登米市としてどうするかという話し合いを持たなければならない

状況になっています。隣の栗原もですが、通学手段をどうするかが１番

問題になります。丁寧な聞き取りやバス代等の経費の検討、財政の面で

の負担も含め、皆で検討していかなければなりません。本当に大変だな

と感じています。 

昨年度、生まれた子供たちが約 270 人ですので、この子たちが 15 年

後、中学校卒業する時には、270 人しかいないことになります。二十歳

の集いは、新成人が 200人ということになります。 

そういう状況ですので、学校の統廃合の問題というよりもいかにして

人口を減らさないようにするかという、教育だけの問題ではないもっと

大きな問題なのかなと思います。 

 

自治体として存続するかどうかということになりますよね。 

 

人口減少は登米市に特化したことではなく、全国の約 8割の自治体で

人口減少になっています。 

やはり婚姻、出産の流れが前とは変わり、旧町域に１校とした小学校

の再編の方もどうなんだというようなことになります。 

先ほど教育長の話にありました、通学時間、通学手段というところも

加味しながら考えていかなければならないと思います。 

中学校も複数学級で想定してはいるものの、やはり通学に２時間かか
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結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須藤勝子委員 

 

 

 

箱石教育視線

センター所長 

 

 

 

須藤勝子委員 

 

箱石教育信セ

ンター長 

 

新田教育部長 

 

 

 

髙橋正則委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

 

新田教育部長 

 

新田教育部長 

阿部次長兼教

育総務課長 

るというわけにはいきませんし、部活動はどうするんだとかいろいろ検

討しなければなりません。 

それから、実際バス業者の方も、運転手の確保を含め大変だと聞いて

いますので、中学校のイメージを具現化するには結構大変だろうなと感

じています。再編準備委員会ならず、アンケートも取りながら、地域の

声を聞いて、急ぎたいけれども誤りのないように進める必要があるなと

思っております。 

 

Ｗｅｂサイト運用ガイドラインについて、新しいＷｅｂサイトの連絡

機能は、部活動地域展開後の地域クラブ登録団体の方々も使用できるの

か。どういった方が会員登録できるのか教えてください。 

 

現行の学校のウェブサイトからのメール配信については、属性をつけ

てメールを送る機能がありますが、それと同等の機能に変更しようとし

ています。ＰＴＡ会員の方や部活動単位での利用もできます。 

あくまで学校単位での利用となります。 

 

地域のスポーツクラブや団体は使えないということですか。 

 

使えません。 

 

 

部活動は、学校の責任のもとで行いますが、地域展開したクラブは民

間団体となりますので、その連絡手段として使う予定はなということで

す。 

 

メールの配信が、ホームページの改定で便利に負担のないように変わ

るのはいいことだと思うが、便利になると間違った配信や好ましくない

ホームページになったり、そういう事故が今までもありました。 

誰でも利用できて便利になると、誰がチェックするのかというのが問

題になります。その辺をガイドラインに記載してあると思うので、その

ガイドラインに記載されていることをどう徹底するかというのが大き

な問題です。学校の校長が最終的な管理者になると思うが、校長にきち

んと理解してもらいチェック機能を果たすというのが一番のポイント

だと思う。それで、ガイドラインを 1度見せてほしいということです。 

 

ほかにご質問はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

ご質問がないようですので、報告第３号「教育長の一般事務報告につ

いて」は、以上といたします。 

 

日程第２、報告第４号「専決処分の報告について（令和７年度登米市

一般会計補正予算（第 10号）に対する意見聴取について）」を上程しま

す。 

事務局から説明をお願いします。 

 

（議案朗読） 

 

（報告内容を別添資料に基づき説明） 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

小野寺教育長 

 

小野寺教育長 

 

 

 

新田教育部長 

 

新田教育部長 

阿部次長兼教

育総務課長 

 

小野寺教育長 

 

 

髙橋正則委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

猪股学校教育

課長 

 

 

 

沼田文化財文

化振興課長 

 

 

千葉生涯学習

課長 

 

 

 

 

 

事務局の説明が終わりました。この件についてご質問はありません

か。 

 

（「なし」の声あり） 

 

ご質問がないようですので、報告第４号「専決処分の報告について（令

和７年度登米市一般会計補正予算（第 10 号）に対する意見聴取につい

て）」は、以上といたします。 

 

ここで、10分間休憩とします。 

 

（10分休憩） 

 

休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 

日程第３、報告第５号「専決処分の報告について（令和８年度登米市

一般会計当初予算に対する意見聴取について）」を上程します。 

事務局から説明をお願いします。 

 

（議案朗読） 

 

（報告内容を別添資料に基づき説明） 

 

 

 

事務局の説明が終わりました。この件についてご質問はありません

か。 

 

３点質問します。 

１つ目は、閉校した学校の管理経費はどのくらい掛かっているのか教

えてください。 

２つ目は、文化財関係で横山不動尊の五重塔の修理は、県指定とのこ

とだが、県指定の文化財の修理には、県から全額補助がでているのか、

また、市の持ち出しがあるのか教えてください。 

３つ目は、公民館、体育館の指定管理料について、この指定管理委託

料の積算方法を教えてください。 

 

閉校施設の管理経費については、現在、旧横山小学校、旧錦織小学校

などがあります。学校開放での利用がありますので、体育館の光熱水費、

浄化槽の管理費用などを計上しておりますが、手元に資料を持ち合わせ

ておりませんでしたので後ほどお答えさせていただきます。 

 

横山不動尊青銅五重塔でございますが、県、市それぞれ補助金が出る

形になっております。 

補助金で賄えない部分は、事業者負担ということになっています。 

 

公民館等の指定管理委託料の積算ですが、施設維持管理にかかる部分

は、更新する前年度に直近の実績ベースをもとに、指定管理期間の積算

をしております。 

人件費については、２年に１度人件費の見直し行っており、それに基

づいた積算としております。 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋正則委員 

 

 

千葉生涯学習

課長 

 

 

 

須藤勝子委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

千葉生涯学習

課長 

 

 

 

沼田文化財文

化振興課長 

 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

小野寺教育長 

 

猪股学校教育

課長 

 

 

新田教育部長 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

 

義務的経費は、大体一律ですか。それから、公民館などの事業費はど

うなってますか。 

 

公民館の指定管理ですと、社会教育事業の委託料に入っていますが、

13 事業に対して 80 万円ということで家庭教育、青年教育といったメニ

ューを組み立てて 80 万の事業で社会教育事業を委託しております。21

館全て一律となります。 

 

３点あります。 

今後の少子化の対策になりますが、登米市では第３子以降の子供に入

学祝金を出しているが、第１子から予算措置できないか。親への配慮と

いうか、子供が豊かに成長することに繋がって子育てしやすい登米市に

なればいいと思う。 

131 ページ、社会教育総務費で、社会教育委員、公民館運営審議会委

員などの構成を整理する必要があると思う。文化財保護委員は、町域で

機械的に構成されていたものを専門性の高い方々に委員になっていた

だいた。審議会等の委員の構成の整理が必要だと感じた。 

135 ページ、旧登米高等尋常小学校耐震対策事業、国の重要文化財に

なっています。令和８年度は基本設計、地盤調査となっており、令和９

年度に基本設計の予定となっている。バルコニーの見栄えが悪く、観光

客も立ち入らないようになっている。いつ修繕、工事が行われるのか。 

 

少子化問題については、この場でお答えできないと思いますので、今

後のことになる思います。 

 

委員構成については、各町域から選出いただいているところもありま

すので、登米市全体でより専門的な知見からお話をいただける構成に変

えていきたいと思っております。いただいた意見を参考にしながら検討

してまいります。 

 

令和８年度、９年度で基本設計等を行いまして、令和 10 年度に実施

設計を行い、補強方法を決定して工事は令和 11 年度からを予定してお

ります。バルコニーについては、私も確認しておりますが、工事で重複

する部分もありますので、現段階では耐震工事と合わせて修繕したいと

考えています。 

 

なるべく早く工事が行えるよう国、県と話をしながら対応していきた

いと思います。 

 

先程、回答保留にしていた閉校施設の経費についてお願いします。 

 

旧学校施設の管理経費については、旧横山小学校の経費を参考に申し

上げますと、大体年間で 340万 6千円、光熱水費で 283万円、施設保守

管理委託料で 57万 6000円という年間経費となっております。 

 

学校開放での使用がなければ、施設保守管理委託料はかかりませんが

施設を使用する以上、一定程度の維持管理費は必要となります。 

 

ほかにご質問はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

 

新田教育部長 

 

阿部次長兼教

育総務課長 

 

小野寺教育長 

 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

高橋活き生き

学校支援室長 

 

小野寺教育長 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

高橋活き生き

学校支援室長 

 

小野寺教育長 

 

 

 

ご質問がないようですので、報告第５号「専決処分の報告について（令

和８年度登米市一般会計当初予算に対する意見聴取について）」は、以上

といたします。 

 

議事に入ります。 

日程第４、議案第４号「令和８年度登米市教育基本方針について」を

上程します。 

事務局から説明をお願いします。 

 

（議案朗読） 

 

（議案内容を別添資料に基づき説明） 

 

 

事務局の説明が終わりました。この件についてご質問はありません

か。 

 

（「なし」の声あり） 

 

ご質問がないようですので、議案第４号「令和８年度登米市教育基本

方針について」は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご異議がないようですので、議案第４号「令和８年度登米市教育基本

方針について」は、原案のとおり決定することとします。 

 

 

次に課長等報告に入ります。 

（１）「第３期登米市教育振興基本計画の一部修正について」説明をお

願いします。 

 

（別添資料に基づき説明） 

 

 

事務局の説明が終わりました。この件についてご質問はありません

か。 

（「なし」の声あり） 

 

ご質問がないようですので、課長等報告（１）「第３期登米市教育振興

基本計画の一部修正について」は、以上といたします。 

 

 

（２）「不登校対策・支援に向けた支援体制の見直し（案）」について

説明をお願いします。 

 

（別添資料に基づき説明） 

 

 

事務局の説明が終わりました。この件についてご質問はありません

か。 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐竹美香委員 

 

 

 

 

高橋活き生き

学校支援室長 

 

 

 

佐竹美香委員 

 

 

高橋活き生き

学校支援室長 

 

 

 

 

髙橋正則委員 

 

阿部次長兼教

育総務課長 

 

 

髙橋正則委員 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

新田教育部長 

 

 

 

 

 

 

髙橋正則委員 

 

新田教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登校児童生徒登が増えていて、教育委員会、学校だけの対応は本当

に難しいのではないかと感じてます。こういった体制の見直しの際に、

民間法人との協力体制や支援体制を入れるといいのではないか。その辺

の考えを伺いたい。 

 

資料８の裏面、資料２をご覧ください。関係機関との連携として外部

機関、フリースクール等との連携を想定しております。専門監に民間機

関との連携の架け橋となっていただき、市とも連携しながら進めていく

ことを想定しておりますのでご理解願います。 

 

専門監だけでこの業務を全て回せる適量な仕事量なのか。かなりの仕

事量になるのではないかと感じるが。 

 

あくまでも専門監は統括を担っていただくというところで、専門監１

人で全て行うわけではなくて、専門監から指導主事の先生たち、さくら

の木のスタッフに努力いただきながら進めていくことになります。これ

まで活き生き学校室長采配分の不登校対策を、専門監中心に総合的に行

っていただく考えております。 

 

専門監は割愛の先生がやるのか、会計年度任用職員がやるのか。 

 

任期付き職員での採用を見込んでおり、退職された校長先生で探して

いる状況です。任期付き職員とは、正職員で任期を定めたものになり、

専門性が必要な正職員を雇う方法となります。 

 

専門監という役職に関しては承知した。 

退職校長を採用するとのことだが、退職校長を専門監という名称にす

るのはどうなのかと思うが。 

 

これまでの市の取扱いとしてそこういう名称にしたということにな

ります。副参事扱いとなるようですが。 

 

委員は、退職された校長先生をイメージして経過を見られてお話をさ

れてるので、違和感を感じていらっしゃると思います。 

我々市の職員の身分の職名としての捉え方になりますので、専門監と

いうのは課長同等職となりますので、特任の専門的事項を持った課長同

等職となります。あくまで市の職員ですので、市の職員の名称がこうい

う名称になるということになります。 

 

そうであれば、最初にここで議論してから採用となるのでは。 

 

この件については、市長からの指示の内容でもあり、教育委員会で欲

しいから組織として正職員を雇うということは基本的にはありません。 

あくまで組織の部分については市長の専権事項となります。 

その中で、不登校対策について重い視点を市長は持っており、総括的

な人材配置が必要だというところから、こういう位置付けが出てきたと

いうことになります。 

どうしても、専門性のある方にお願いする方法として、任期付きで期

限を定めてということで、基本的には１年更新ということになります。 

登米市では、ソフトバンク株式会社が来ていただいてる方がＤＸ推進

室長として採用されている事例もございますので、それをイメージしな

て設けられた職だということでございます 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋正則委員 

 

 

 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

小野寺教育長 

 

 

 

阿部次長兼教

育総務課長 

 

小野寺教育長 

 

 

 

小野寺教育長 

 

 

小野寺教育長 

 

 

私は良いことだと思います。やはり何か変えていかなければ、何も変

わらないと思う。こういう手を打っていくということは、私は大賛成で

す。ただ、人選というか、市の職員としての待遇に見合った方を選ぶの

は大変だなと思います。教育委員会には、退職校長が会計年度任用職員

として採用されていますので、その方々とのバランス的にすごく難しい

部分があるなと思いました。 

 

ほかにご質問はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

ご質問がないようですので、課長等報告（２）「不登校対策・支援に向

けた支援体制の見直し（案）」については、以上といたします。 

 

以上で議題が全て終了しました。 

それでは、次回の教育委員会定例会議の開催日程についてお願いしま

す。 

 

次回は、令和８年３月 18日（水）午後２時 30分の開催でお願いした

いと思います。会場については、101会議室でお願いします。 

 

 令和８年３月 18日（水）に行うことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご異議がないようですので、次回の定例会議の日程は、 

令和８年３月 18日（水）に行うことで決定します。 

 

午後４時 35分、閉会を宣言します。 

大変ご苦労様でした。 

 

 その他 

  以下の４件について資料に基づいて事務局から説明し、内容を 

確認していただきました。 

（１）「１月生徒指導状況について」 

（２）「登米市歴史博物館企画展について」 

（３）「令和８年登米市議会定例会２月定期議会代表質問及び一般質問

について」 

（４）登米懐古館企画展について 

 

散会時間は、午後４時 52分 

 

上記記録は正確であることを認め、ここに署名する。 

 

令和８年３月  日 

会議録署名委員 

 

委 員                 ㊞   

 

 

委 員                 ㊞   

 


